
茎は長さ1cm未満。葉が重なり合うため茎の全形は棍棒状を呈する。葉はやや光沢があり、乾いてもあま

り縮れず、長さ約1mm、卵形から楕円状卵形で深く凹む。葉縁はやや内曲し、全縁、舷は不明瞭。中肋は

葉先または葉先より下で終わる。葉身細胞は菱形から長六角形、薄壁。雌雄異株。蒴柄は褐色で長さ2cm

前後、蒴は洋梨形で光沢がある。内蒴歯の歯突起は細くて線形、間毛がないか痕跡的。流れの側等湿っ
た岩上や地上に生育する。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Bryum  cellulare  Hook.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西宮市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ハリガネゴケ科

兵庫県ランク…オンセンゴケ
環境省ランク… －


